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１．概要（Summary ） 

次世代デバイスとして期待される燃料電池を多用途に

拡げていくには、燃料の多様化が重要である。液体燃料

の利点は高いエネルギー密度だけでなく、エネルギー需

給両側において取扱いが簡便となることがあげられる。 

本研究では、ヒドラジン酸化触媒である NiO+Nb2O5

担持カーボン触媒(NiO+Nb2O5/C)とNiO担持カーボン

触媒(NiO/C)の Ni-K 吸収端における電子状態、局所構

造を透過法 XAFS で解析する。また、アノード反応である

ヒドラジン酸化メカニズムを解明するため、溶液中での触

媒層のその場測定環境を構成する。その上で、その場

XAFS解析を行い、アノード電極触媒を構成する Ni に対

して、溶液を変化させた際の電子状態、局所構造変化を

系統的に取得する。それらを解析することで、局所構造と

性能、選択性との相関を得る。 

 

２．実験（目的,方法）（Experimental） 
触 媒 は 含 浸 法 で 合 成 さ れ た NiO+Nb2O5/C 

(Ni:Nb=16:1, 32:1)と NiO/C を使用した。その場

XAFS 解析は、dry、水、1M KOH 中で行なった。局

所構造の解析法として BL14-B1 の透過法 XAFS を用

いた。 

 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

図 1 の Ni-K 吸収端の XANES スペクトルの最大強

度の比較より、ヒドラジン酸化反応に対して活性が低

い触媒である NiO+Nb2O5/C(32:1)と NiO/C は水中で

水分子の吸着と考えられるスペクトル変化が見られ、酸

化数が増加する方向にシフトした。しかしながら、高い

活性を有する NiO+Nb2O5/C(16:1)では水中における水

分子の吸着由来のスペクトル変化が確認されず、dry 測

定のXANESスペクトルからほとんど変化が見られなか

った。このことから、水分子の吸着がアルカリ電解液中

におけるヒドラジン酸化に対する触媒活性に影響を与

えることが示唆されたと考える。 

 
図１. Ni-K吸収端のXANESスペクトルの最大強度比較 
 
４．その他・特記事項（Others） 
なし 
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